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[定義 1](State Formula) 
State Formula SFは次の文法で定義される.
SF ::= [sp(S)]@8 
sp(S) ::= g(s) I (sp(s)) I sp(s)八sp(s)
I -，sp(s) I true I false 
g(s) ::= t(s)く t(s)
的::= (t(s)) I t(s) +t(s) I -t(s) 












[a'.]@Si u [九]@Si=[白内 Vs，.]@Si 







1 ::= SF I -'1I h n h I h U h I 
301 I ヨロIlhヨUh ロ
??? ?「 ?
ここで QfをQf= UsjES[aS;]@Sjと表す.このとき Qf中
の抽象状態にー遷移でJjJ逮可能な捻象状態は，各状態Sjへの遷











































(qi， qi+1) (有限制御部の状態をそれぞれ Si，Si+lとする)に対


























































Qn十1 = Qn U (Qf nヨOQn)
QjヨUg Q∞ 
ただし.Qn は Qg中の抽象状態に n回以下の遷移の実行で
3lU透可能.J3.つ，到透するまでに経由するすべての抽象状態が
Qfに含まれるような抽象状態の終合である.
ここで.r Qg中の抽象状態にちょうど R 回の遷移の笑行で
3lU逮可能，旦つ.3lU透するまでに経由するすべての抽象状態
が Qf に含まれるような姶象状態j の策合 Q~ (Qn-1から Qn
を求める僚に新たに求められるような抽象状態)は，深さ優
先探索的に.Qgの部分縫合 [a.;]@8jそれぞれに対して，各
有限状態 Sjから EFSM/pres毛デル M 上の遂移をー遷移
ずつ H 回遂にトレースすることで得ることもできる.たとえ





















状態の正義合 QjがM の初期抽象状態の集合 Qinitを含んでい
れば，んイドfが成立する.
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(1) 遷移系列 (jijの途中の状態 Siの前後の遷移 tk+l，tk 
において tk+lに tkが依存していないとき (Sjで依存が切れ
ると呼ぶ).たとえば，図3のれから 87にEEる遷移系列 (a)
(図 4(a)参照). 
(2 ) 遷移系列 Uりの前半の部分系列が依存遷移グラフ上の
正則な閉路であり，かつ，Siがその合流状態である場合.たと




s"ij = b'i八[3iE ln.(C，η 八・・・
八(-ySk+1八[ヨiEh+l・(Gk+l八s"i')])・・ー)J)

























































例 1の EFSMjpresモデル M のもとで例 2の CTL/pres
式fが成り立つことを翁べるモデル検査の伊jを示す.
まず，ヨ0[(0くjo+ 3)八(ioくぬ)八(らく p+ jO)]@S7を
満たす抽象状態の重量合を求めることを考える.考慮すべき状態
87からの逆トレースは， 4.2.4節の条件より，図3の遷移系列
(a)， (b)， (c)， (d)， (e)を経由するような逆トレースである.
たとえば，状態ぬでは，遷移系列 (b)について，状態、ぬか
ら87まで，後半部分のみを経由する条件，遷移系列 (b)の全て
































(性健 2) ゲーム終了時にスコアが 21より大きく，且つ，
Brokeが偽である状態に到透することがない.この性質は以
下のような CTL/pres式で表される.




(性気 3) ゲーム終了時にスコアが 16より小さく，il.つ，
Standが哀である状態に到透するすることがない.
(性資 4) カードが 5枚入力され，且つ，それらが全て向じ
であることはない.
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